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V251a GREX-PLUS/HRS: 分散素子の実証に向けた地上観測用分光装置の開発状況
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我々は、惑星形成で重要なH2Oスノーラインを原始惑星系円盤で探査するために、計画中の赤外線宇宙望遠鏡
GREX-PLUSに、イマージョングレーティング（IG）を用いた分光装置HRS（10–18µm, λ/∆λ ∼ 30, 000）を搭
載することを目指している。IGは回折面を高屈折率媒質中に持つエシェル格子で、屈折率で光路差が伸びる分、
高分散を小型の光学系で達成できる。既に IG材料としてCdZnTe (CZT)を選定し、屈折率・透過率の極低温測
定、超精密加工の条件探索、表面反射防止の開発を進めている。以上をもとに、まず地上望遠鏡用の装置を製作
し、CZT-IGによる天文観測を実証する計画である。HRSと同等の波長分解能をN バンド（8–13µm）で実現さ
せ、宇宙研 1.3m望遠鏡のナスミス焦点に設置し、原始惑星系円盤表層から放射されるH2O輝線を試験観測する。
本講演は実証分光装置の開発状況を総合的に報告する。CZTの透過率・屈折率測定のこれまでの結果から、高

抵抗結晶（1010Ωcm）ならば IGとしての要件を満たすと明らかにできた。現在、極低温下の吸収係数の支配的
要因の解明、光学設計の最適化のために、より多くの波長・温度で測定を継続している（本年会李ら、榎木谷ら）。
また、屈折率の系統誤差を減らす新測定系も構築した（本年会趙彪ら）。反射防止は、当初から開発しているサブ
波長構造方式に加え、誘電体多層膜によるものも試作した。その冷却耐性をイメージング分光計で評価予定であ
る（本年会趙宸コウら）。今後は結晶の溝加工試験、詳細機械設計などを並行し、2026年度の観測開始を目指す。


